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次生の大学生 446 名（回収率 100.0％)、②では保育所・幼稚園・認定こども園に勤める保育
者（保育士や幼稚園教諭）127 名（回収率 51.0％)、③では保育所または幼稚園に子どもを通










































































 [２] 審査結果の要旨 
 
 本論文は、文献研究と行動観察と意識調査という３種類の研究方法を駆使して、自我発達
の観点から乳幼児期のけんかやいざこざの重要性について検討を試みたものである。けん
かやいざこざは乳幼児期に限らず子どもが発達していく過程でよく見られる対人行動であ
るが、近年の子どもを取り巻く社会状況や教育風土を反映して、最近は保育や教育の実践で
も研究でもそれらを問題行動として捉える傾向が強まってきており、その防止や介入の方
法に主眼が置かれてきている。子どものけんかやいざこざは、養育や保育、教育に携わる大
人の立場から見れば起こって欲しくないやっかいで重大視されがちな問題であるが、子ど
もの立場から考えれば日常的に起こっている意味のある重要視されるべき問題である。け
んかやいざこざは子どもの発達過程上では重要な意義があり、子どもは数々の衝突や摩擦
を体験しながら自立し自律していく力、すなわち生きる力を身に付けていくと考えられる。
本論文は、乳幼児期のけんかやいざこざを現象面から対症療法的に問題視するのではなく
意義や価値の面から自我発達的に論究しようと試みた、大変意欲的で独創的な労作である。 
 本論文の意義は、第１に序論で明示されている研究上の観点にある。近年のわれわれの生
活は確かに豊かになったが、その豊かさは物の豊かさであって心の豊かさではない。欲しい
物がすぐに手に入るという物の豊かさの中で、養育でも保育でも教育でも、そこだけを取り
出してきて問題視する学習的観点がますます優勢になり、長い時間の経過の中に位置付け
て育ちを見守り支援する発達的観点は軽視されてきている。りんごが欲しければ買いに行
けばよい。苗を植え、木を育て、りんごが実るのを待つ必要はない。このような、結果ばか
りを求めて過程を考慮しないような風潮が強まっていく中で、本論文は終始、発達的観点か
ら保育・教育の在り方を論じようと試みている。 
 第２に、自我発達という困難な課題に正面から挑戦しようという果敢な研究姿勢に意義
がある。たとえば、人間とロボットを比較してみれば容易に理解されるように、われわれ人
間には自我があるということは誰もが否定し得ないが、にもかかわらず、自我の存在は客観
的には捉え難く、その研究は至難のわざである。したがって、自我発達を研究課題にするこ
とは、扱い得るものを扱い論じ得るものを論じるという安易な研究姿勢では取り組むこと
はできず、扱い難いものを扱い論じ難いものを論じるという挑戦的な研究姿勢が求められ
る。本論文は、丹念な文献研究と丁寧な資料分析に基づき、この困難な課題に意欲的に取り
組んでいる。これこそは学位論文に求められる重要な研究姿勢の一つである。 
 第３の意義は、多様な研究方法を駆使して十二分な研究資料を収集していることにある。
本論文では、文献研究と行動観察と意識調査という３種類の研究方法を用い、また、意識調
査では保育を学ぶ学生と保育者と保護者の３者について調査を実施して、自我発達の観点
から乳幼児期のけんかやいざこざの重要性について検討を試みている。これら３種類の研
究方法並びに３者の意識調査の結果を、加算的・補完的に用いているだけでなく、乗算的・
統合的に用いることによって、重厚で合理的で創造的な検討・考察がなされている｡ 
 第４に、微視的な検討から巨視的な検討まで段階的に論究を進めていることに意義が認
められる。すなわち、乳幼児期のけんかやいざこざの実態の検討から、その意義の検討を経
て、けんかやいざこざを取り巻く環境や社会の在り方の検討へと、検討の輪を広げていきな
がら論究を進めている。このような検討の進め方によって、本論文には明確な文脈と展開が
認められ、説得力のある学位論文となっている。 
 第５の意義は、研究成果から自我発達のモデルの素描を試みることによって、開かれた研
究にしている点である。研究におけるモデルには、研究の出発点としてのモデルと研究の到
達点としてのモデルがあり、研究の到達点としてのモデルは次の研究の出発点としてのモ
デルになる、といったように螺旋状に研究は展開されていく。本論文では、最終章でそれま
での検討結果を集約して、所有をめぐるけんかやいざこざから見た乳幼児期の自我発達過
程を自我関与の強まりと自我関与の拡がりの２次元上に図示し、子どもの自我発達を育む
ための養育の在り方についての提言を試みている。 
 本論文は、以上のように、実証的であり理論的に高く評価できる独創性を豊かに備えてい
るが、今後さらなる研究の発展を期待して、問題点をいくつか指摘しておきたい。 
 第１に、自我の定義についてである。自我は極めて困難な研究テーマであり、自我の定義
は多くの研究を積み重ねてようやく辿り着くことができる到達点かもしれない。本論文で
は文献研究を通していくつかの自我の定義を紹介しているが、今後研究を進めていきなが
ら、論者自身の自我の定義を明確にしていく必要がある。 
 第２に、意識調査の結果得られた自由記述の活用についてである。意識調査で自由記述を
求めると後の集計分析が大変困難であるがために、多くの研究者が自由記述による回答を
避けたがる傾向があるが、自由記述は選択式の回答では得られない貴重な研究資料となり、
新たな知見や発想につながる可能性に富んでいる。本論文では、自由記述を随所で活用して
いるが、まだまだ分析されていない自由記述が少なくない。言わば、食材がたくさんあるの
に調理が追いついていないようであり、大変もったいない。本論文で紹介された意識調査の
自由記述には自我発達の様相に関する記述もたくさん出てきていることを考えると、未処
理の自由記述の今後の分析・検討を期待したい。 
 第３に、本論文では、たくさんの貴重な問題提起がなされているが、その具体的な取り組
み方については示唆の段階に留まり、明確な提言にまでは至っていないものもある。本論文
の研究目的を越えた課題かとは思うが、今後検討を進めていく必要がある。 
 以上、審査委員により指摘された本論文の主たる問題点を列挙してみた。いずれも本論文
の今後の課題を含めての指摘であり、これらの問題点は論者自身も口頭試問で指摘を受け
て今後の課題であることを認め、また、本論文の最後で今後の課題として明記されているも
のも含まれているので、早晩解決されていくであろうし、課程博士論文としての価値を損な
うものではない。見方によれば、これらの問題点は、本論文の豊饒さを示すものでもあり、
今後の研究の更なる発展が大いに期待される。 
 よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしい論文と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
